
 

 

 

 

 

 

     
 

「釜南スポーツフェスタ」で輝く自分 
副校長 海邊 浩明 

 １０月２１日（土）、秋晴れの心地良いさわやかな風が通り抜ける本校校庭で、「令和５年度 第３５回

釜南スポーツフェスタ」を開催することができました。 

今年度のスポフェスは、保護者の入場制限を無くしました。当日は、昨年以上に多くの保護者の皆様にお

越しいただき、釜南の子どもたち一人ひとりに温かい拍手や声援を惜しみなく送っていただきました。おか

げさまで、創立３５周年記念大会でもある今回のスポフェスが、児童にとっても、我々教職員にとっても、

かけがえのない、心に残るものとなりました。教職員一同、心から感謝しております。 

 また、マスクの着用も任意とすることで、感染症対策期間以前の頃のように、競技中の子どもたちの大き

な声での応援や、演技中の威勢のよいかけ声などが校庭中に響き渡り、大いに盛り上がりました。 

 練習を開始した９月中旬は、まだまだ残暑が厳しく、どの学年もこまめな水分補給・間に休憩をとるなど

熱中症対策を講じながら演技や競技の練習を積み重ねていきました。短時間で子どもたちが上達することが

できるように、教職員も工夫しながらの指導でしたが、日に日に自信を深めていく子どもたちの姿に、成長

を感じることができました。当日は、どの子も自信をもって取り組み、達成感を笑顔で表現していました。 

 閉会式の児童の言葉で、実行委員長の話してくれた内容に深く感銘を受けました。このスポフェスでは、

参加した児童一人ひとりに「自分の輝ける場所」があったという内容でした。 

速く走ることができた人、楽しく踊ることができた人、大きな声を出して応援することができた人、笑顔

で優しく下の学年を思いやることができた人、マスコットキャラクターなど上手にイラストを描いてくれた

人、失敗して悔しがる人に励ましの言葉をかけてくれた人、自分の言葉で表現することができた人…私たち

は、子どもたち一人ひとりの様々な輝く姿を、スポフェスの中で目の当たりにすることができました。 

それに気づくことができた実行委員長は素晴らしいな、さすが本校を「大黒柱」として支える６年生だな、

と大変嬉しく感じました。 

法被を翻してかっこよくソーラン節を舞い踊る姿や、勇猛果敢に仲間と協力して騎馬戦で戦う姿を見て、

「あんな高学年になりたい！」と感じた１～４年生の子どもたちもたくさんいたようです。異学年同士でお

互いの良さを感じて、成長につなげることができるスポフェスは本当にいい機会だと実感した一日でした。 

「輝く自分」を実現することができた釜南の子どもたち全員に拍手を送りたいと思います。ほんの一部で

すが、各学年児童のスポフェスを振り返っての感想を抜粋して掲載しましたので、ご覧ください。 

また、本校ホームページにも、スポフェスの様子を多くの写真と共に掲載しましたので是非ご覧ください。 

これまでの練習期間中、子どもたちの日々の体調管理や体育着の準備など、ご家庭で支えてくださった保

護者の皆様、ありがとうございました。来年度のスポフェス実施に向けて、マチコミでの保護者アンケート

へのご協力をどうぞよろしくお願いします。 

 

   ～友達を思いやり、友達とひびき合う心～ 

学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞhttp://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/es/kamariyaminami/ 
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【令和５年度 釜南スポーツフェスタ 児童の振り返り】 
１年・ダンスをきれいにおどれたよ。かけっこでらいねんは１いをとりたいな。まけちゃったけどつぎは

かつ。・たまいれのとき、れんしゅうしたからがんばれた。６ねんせいのソーランぶし、すごかった。 

２年・わたしは、ダンスが一番楽しかった。３年生になってもがんばりたい。・みんなできょう力して、

玉入れをすることができた。・ダンスは、練習でできていなかったところが、本番でできてうれしかった。 

３年・台風の目で４年生が優しく教えてくれてなかよくなれた。・赤組はまけちゃったけど、うまくダン

スがおどれたから楽しかった。・クラスで応援のしかたを教えてあげて大きな声で応援することができた。 

４年・全力で挑むことはいいことにつながると思った。・台風の目で３位になったとき、友達がなぐさめ

てくれた。・80ｍ走のために朝早起きをして家族と走る練習をした。昨年より成長したと思った。 

５年・ソーラン節は全力で力強くかっこよく笑顔で！を思い出しながら踊った。・騎馬戦は６年生と作戦

会議をして勝ててよかった。・35周年にふさわしいスポフェスにできた。・応援団長の姿がかっこよかった。 

６年・騎馬戦で下の人がしっかり支えてくれたことで３つも取れた。みんなで協力できた。・めあて通り、

全力でスポフェスに参加できた。全力でやったときの感覚を来年の６年生にも感じてほしい。 


